
矢口康の拳券の樹木カード て＝＝＝

「知床自然観察教育林」をペースにして、この周辺にみることのできる樹木をカードに

収めてみましだ。

林内を歩くとき、手にしながら観察できるよう仁と、名刺を少し大きくし左サイズとし

水をはじ＜紙質を用いております。

４９麺の樹木を収めてありますが、樹木の特徴、見分けるポイント等をイラスト化し、

説明文を加えてあります。このイラストは当センター

職員が猫し}だものですが、日頃山を歩き、木々を良く

見ている者ならどl故の観察眼で描かれていると自負し

ています。これから行う森林浴・森林教室等に利用し

てい厄だこうと考えています。
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時空を越え`だ森の中､-J春を楽しむ
「±厚く二Ｋ=一一.二二霄・>矢０日三弐栗且勢」

３月26.27の両日、第１２回森林レクを知床自然観察教育林を舞台に実施しましだ。

低気圧の通過の影響冠、２６日は小雪の舞うコンデションとなりましだが、薄日の差す

中、樹々の梢に降り積もつだ綿帽子のような雪ごつくられだトン宰几の中を歩き、まだ、

２７曰は快暗となり、春うららな陽気のなかで実施することができましだ。

参加者は、地元斜里町をはじめ遠くは留辺蕊町からも参加があり鰭勢４５名になりまし

だ。

コースには、ハンノキ・ダケカンバ・トドマツ等いろいろな木が生育し、若い木や寿命

を終え正に朽ちようとしている老木なとがいりまじる林間をゆっくりし庭テンポで歩いて

今知床森林センターは／
● 

一癖撚議鱗議赫教謹鱗駒憲寵霞曄繊lIi議犠＝

当センターが行っています森林浴等は、これ迄は知床国立公園内が主こしだが、合後斜

里町周辺の国有林においても行うことになりましだ。
●、

これ迄の知床国立公園内における原生的自然の観察など自然の山とのふれあいlごh0え、

本年度からは、合山造りを進めている地域でもあり、斜里町の産業及び生活と密接なつな

がりをもつ里山乙も取り組むこととなりましだ。潮の害・風の害から地域の産業を、そ

して生活を守るだめに造威されだ防風林や、木材を供給すると共に水の源ともなっている

斜里の山々が新尼に加わつだ地域こす。造成過程の森林や、海浜植物を豊富に見ること

のごきる海岸林もあり‘森林教室や森林浴にと手軽に利用していだだける森林です。

これ迄の原生的自然とは趣の異なつだ里山を歩くことの楽しさを味わってい）巳だけるよ

うなコース・内容にしていき厄いと考えております。

いくと、時を失い、自然の中に溶け込んといってし

まう錯覚にとらわれます。

往復７km、３時間半ほどの「歩くスキー・早春の

知床探勝」こしだが、参加者の中からは、これまご

各地の歩くスキーに参加してきたが、「これほど自

然にあふれだコースはなかつだ上「豊かな自然の

中ご心が洗われだ」、などなどの声ﾌﾟﾘ(聞かれましだ。
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万にエゾマツが生い茂る所）」からつけられだ。

以前は、一条の流れごあつだが、過去の大雨によ

り姿がかわり二条の流れになつだ。このだめ「双美

の滝」の別名がつけられている。

識Y鬘⑧オシンコシン展望台
国道３３４号線沿い、オシンコシンの滝を望む高台にある。

国道３３４号線の旧道時代はこの展望台が良く利用されていだが、国道のルートが今の

海岸線沿いに怠ってからは訪れる人は少ない。

眼下には、岩肌を滑るように流れおちるオシンコシンの滝と断崖絶壁の海岸線そして知

床連山を眺めることができる所である。

「オシンコシンの滝」の名は、この周辺の地名ごある「オ・シユンク・ウシ・イ（そこ刀

:４月１Ｂ付けをもって、業務係長に志村英男氏が着任いだ
しましだ。前任者同様ご指導とご支援の程お願い致します。

墜畳認既ﾖﾋﾞﾛ､毒塑置､堂

印床の口弊
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